
 

 

 

 

 

 ◇３年生の決意 第４弾◇ 
 4年ぶりとなる運動会がいよいよ迫ってきました。この日のために、運動会実行委員を中

心に、朝練習、昼練習含め、クラスで練習に励んできました。当日はクラスで一致団結し、

練習の成果を思う存分に出し切り、学年全体の『集団の美』を魅せてください！ 

  

今回は、A組、E組の作文のご紹介です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西東京市立青嵐中学校第３学年 

令和５年６月７日 第９号 

「3 年生になった」 3年A組 ＫＩ 
  

 冬の寒さが消え、春の暖かい風が吹き始める頃、僕たちは3年生になった。雨の降る始業式。責任

と受検を背負った1年が始まった。 

 3 年生になって、自分は部活と勉強の両立はもちろんのこと、普段の生活から最高学年としての行

動を意識したい。それは、全校朝礼の並ぶ姿や部活の隙間時間など、見られることのない時間でも意

識していきたい。勉強では、数ヵ所あるうちの１つのゴールである受験に向けて勉強する。１年から

３年までの知識が必要になるが、正直不安だ。目標を書く作文で不安を使うのは良いとは思えない。

だが、行ける高校を増やし、自由を広げるという目的で勉強している。 

 行事に対しても目標がある。それは、今の 2 学年や 1 学年の人たちに新しい青嵐の伝統をつなげ

ていきたい。コロナウイルスの影響で今まで築いてきた青嵐の伝統を知る者が先生方のみとなってし

まった。だから、今一度新しい伝統を繋げていくべきだと思う。しかし、それも簡単ではない。3年

生ということもあり、最初で最後なうえ、さらに伝統を伝えないといけないのでより一層 3 年生は

頑張らないといけない。 

 自分の目標は、自分個人の目標があり、集団じゃないといけない目標もある。そのため、自分の目

標のためにもクラスをよりよくするために、自分が良くなる必要がある。だから、努力を惜しまず、

変わっていきたい。 

 

「3 年生になって」 3年A組 ＹＷ 
 

 今年の春休みは妙に緊張していた。1日の勉強量も増えた。きっと、「私は受験生だ」と早い段階か

ら理解し、ようやく勉強に対して気持ちが変わったのだ。 

 学年もクラスも変わり、新しい友達もできた。窓からの景色が変わる。遂に、本当にもう最上級生

なのだ。「何もかも、最後の〇〇になる。」先生が言う。急にプレッシャーを感じた。受検だってそう

だ。いつだって見られているようなプレッシャーはあるだろう。正直私はそれが不安でしかない。塾

も週4日になって、もうすでに心が折れかけることは何回かある。すぐ挫けてしまう私はどうなって

しまうのだろう。強い自分に変えられるのか、など未知の世界だらけである。思い返してみれば、2

年の合唱コンクールもそうだった。実行委員と伴奏を掛けもちして仕事を行ったが、苦労より、達成

感の方が大きかった。そして、何より楽しかった。受検であっても、苦労した分きっとすてきな将来

があるのだと3年生になってから信じている。 

 自分との戦い。きっと今年は私にとって波乱な1年になるだろう。それでも不確かな未来をどう作

るのかは自分次第だから、今までよりも1日の重みを感じ、大切に過ごしていきたい。そして、中学

校生活をしめくくれるよう、たくさんの人と関わって、楽しく過ごせる1年にしたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜保護者のみなさまへ＞  

★運動会について★ 

 荒天のため延期となった運動会が、8日（木）に実施されます。今

回、お弁当は不要です。教室で給食を食べて、午後の種目に向けて気合

を入れます。 

 3 年生の出場種目は、プログラムNo.４.全員リレー、No.7.大縄跳び、

No.8 と No.9.学級対抗リレー（女子、男子）、No.12.大ムカデ、No.13.縦割り対抗リレ

ーです（リレーはエントリー選手のみ）。特に、大ムカデは運動会の華！ 平日開催とはな

りますが、ぜひ3年生の輝く姿を見にいらしてください。 

 当日の持ち物は、ハチマキ、下のジャージ（大ムカデの時に着用します。）レジャーシー

ト、水筒です。帽子（キャップタイプの物）は任意です。 

 

★定期考査について★ 

 6 月 21日（水）から、3年生にとっては非常に大切な試験となる

第2回定期考査が始まります。生徒は、試験範囲表や学習計画表を持

ち帰っています。特に提出物に関しては、提出することを目的とする

のではなく、自分の理解を確認するための手段として取り組むよう、

ご自宅でもぜひお話しください。 

 

「自分で得た自覚」 3年 E組 ＫＧ音  

久しぶりに聞く目覚まし時計の音が、寝ぼけた頭に乱暴に流れ込む。まだまだ春休みの気分で再び目を閉

じようとしたとき、今日の日付が目に入り、慌てて体を起こした。 

「中学生最後の年」「受験の年」「全校生徒の代表となる年」そんな大事な年は、想像よりもずっと緩やか

に、これまでの日常と大差なく始まった。 

 私はこれまで、勉強に対してあまり真剣に向き合ってこなかったように思う。提出物も出したり出さな

かったりで、テストも一夜漬けのことが多く、授業でも集中が切れる瞬間があった。どんなに勉強を頑張

っている時でも、頭の中には関係ない考えが浮かび、私の中で勉強の優先順位は変わらず低いままだった。 

 そんな私も、中学三年生としての実感を持ち、勉強に集中しなければいけない。三年の頭から頑張らな

いと後で必ず後悔するし、あとから必死になっても志望校には行けないかもしれない。ただ、いくら周り

に「自覚を持ちなさい」と言われても、そう簡単には切り替えられなかった。 

 けれど、この前、急に実感が沸いた瞬間があった。学校の靴箱のクラス表示を見た時だ。自分ではなぜ

かわからないが、その瞬間一気に「中三」だと自覚したのだ。そして、その時に得た自覚は、今も私の中

に色濃く残っている。つまり自覚や実感というものは、いくら他人から言われても得られることはないの

だと思う。自分で気づく、ということでしか得られない。どんなに小さな事や物でも、自覚の種になるこ

とがある。それを忘れず、少しずつでも「中学三年生」としての意識を高めていきたい。 

サマーびび 


